
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 三 十 四 百 二 第 誌 雜 學 物 動（29 ）

は

不

幸
な
遺
傳
で

あ

る
o

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
’

最
後
に

諸
君
に

勸
め

る

こ

ご

は

外
で

も
な
い

殆
ご

各
人

そ
の

短
所

こ

す
る

所
叉
病
症
の

伏
在
が

あ
る

後
者
は

前
逋
の

如
く

遺
傅
性
か

ら
云
へ

ば

其
の

價
値
决
し
て

前
者
に

讓
ら

な
い

諸
君
が

子
孫
に

出

來
る

丈

け
こ

の

こ

犀

な
か

ら

ん

樣
に

ご

望

む

な

ら
ば
諸
君
の

家
の

¢

同
じ

短
所
巴

病
質
を
も
つ

家
ご

婚
姻
す
る

の

を
避
け

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
・
し

か

し
此
の

事
は

勸
告
す
る

の

は

容
易
で

實
行

す
る

の

は
困
難
な
こ

ご

で

あ
つ

て

現
に

數
百
年
の

間
家
畜
の

淘

汰
を

實
行

し
て

居
る

家
に

も

な
ほ

之

を

目

舜
の

子
孫
に

應
用
す
る

こ

ゼ

が

出

來

な
い

も
の

で

あ
る

け

れ

共
實
に

體
質
の

強
壯
ご

健
全
な

遐
傳
質

ざ

が

立

派

な
る

結
納
に

勝
る

こ

ご

は

誰
し

も

同

意
す
る

所
で

あ
ろ

う
・

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

（

大
島

廣
）

O
蟻
に

現
は

る

ζ

奴
隷
制
度
の

起
源
　

（

承
前
）

第
三

、

永
久
の

寄
生
是
れ

は

稀
有
の

塲
合
に

し

て
、

次
に

示

す
塲

合
に

存
在
す

、

即

ち
歐

羅
巴

産
の
「

ア

ネ

ル

ガ

テ
ス

、

ア

ー・

ラ

ツ

〆

ス

」

は
「

テ

ト

ラ

モ

ヲ

ウ

ム

、

セ

ス

ビ

ツ

ム

」

に

寄
生
し

、

チ
ュ

昌

ス

に

産
す
る
「

ホ

イ

ー

レ

リ

エ

ラ
、

サ
ン

チ

イ
」

は
「

モ

ノ

毛

リ

ゥ
ム

、

サ

〃

モ

ニ

ス

」

に

寄
生

し
、

北
米
に

産
す
る

「

エ

ペ

ク

ス
、

ペ

ル

ガ

　
　

内

外
圃

量

報

　
ン

ヂ

イ
L

は
「

モ

ノ

モ

リ

ウ

ム

、

ミ、

ヌ

ッ

ム

、

バ

ー

ル
、

ミ

ニ

ム

ム

｝

　

に

寄
生
・
し
、

同

じ
く
北
米
に

産
す
る

「

シ

ン

ヘ

イ

ド

レ

、

エ

レ

セ

　
プ

ラ
」

は
「

ヘ

イ

ド
レ

、

セ

レ

ス

」

に
、

同
じ

く

北
米
に

産
す
る
「

エ

　
ビ

ヘ

イ

ド

レ

、

イ

ン

ク

イ

リ

ナ
」

は

「

ヘ

イ

ド
レ

、

ビ

リ
ヘ

ラ
、

コ

 ヘ
　
ロ

ラ

デ
ン

シ

ス

」

に

寄
生
す

、

凡
て

是
等
の

寄
生
せ

る

者
は

、

蟻

　 

類
の

内
に

あ
り

て

は

他
に

比

類

無
き
一

特
徴
あ

う
、

即

ち

職
蟻
の

　

階
級
無
き
事
是
れ

な

b
、

此
の

故
に

斯

の

如
き
者
は

永
久
に

、

其
れ

　

相
當
の

宿
主
た
る

種

類
ざ

共
に

生
活
せ

ざ
る

べ

か

ら
す

、

サ
ン

チ

　

氏
の

近
年
云
ふ

處
に

よ

 

ば
、

「

ホ

ィ

ー

レ

リ
エ

ラ
」

の

授
胎
せ

ら

 
　

れ

た

る

許
う

の

女
王
は
「

モ

ノ

モ

リ

ウ

ム

」

の

瓧
會
に

入
b
、

其
瓧

 …
　

會
の

職

蟻
に

受
容
せ

ら

れ
、

是
等
職
蟻
は

次
で

其
自
己
の

沚
會
に

　

屬
す
る

女
王

を

殺

す
ご
、

其
他
の

塲

合
に

て

寄
生

す
る

女
王
が

薄

一
　

弱
に

し
て
「

ボ

ス

リ

オ
、・、

ル

メ

ッ

ク

ス

」

の

爲
す
方

法
に

よ

つ

て

其

…
　

宿
主
た
る

女
王

を
殺

す
を
得
ざ
る

時

に

も

亦
前
ご

同

樣
の

情
態
を

　

有
す
べ

し
、

「

ア

ネ

ル

ガ

テ
ス

」

を

見
る

に
、

其
永
久
寄
生
の

結
果

　

ε

し
て

、

其
種

類
の

退
化
蓬

頗
る

甚
し

、

即

ち
其
雄
は

無

翅
蒼
白

　

に
・
し

て
、

運
動

遲
鈍
に

し
て

、

蛹
の

如
き

形

朕
を
な

せ

り
、

此
の

　

着
は
フ

オ

ー

レ

ル

氏
の

言
へ

る

如
く
莫
母

の

集
に

於
て

、

其
姉
妹

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
二

九
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（30 ）日 五 十 月 一
年 二 十 四 治 明

　
　

内

外

奨
報

　
　
　
　
　
ア

デ
ル

ポ
ガ
さ

ロ

ざ

交
尾
す
へ

兄
弟
共
妻
）

、

此
の

事
は

本
年
六
月
に

瑞
西
の

ボ

ー

に

て
「

ア

ネ

ル

ガ

テ

ス

」

ご

コ
7
ト

ラ

モ

リ

ウ

ム

L

よ
り

成
れ

る

大
な
る

瓧

會
に

於
て

本
年
六
月
余
も

亦
見
る

を
得
た

b
、

余
の

見
た
る

團

體
に

て

は
「

ア

ネ

ル

ガ

プ
ス

」

の

有
翅
の

者
千
疋

以

上

及
び

數
百
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

雄
を
含
有
し
た

り
、

其
前
者
の

多
數
を
「

タ

ト

ラ

モ

リ

ク

ム

」

の

入

日
馨
ば

、

忽
・

蕃
に

浸
入

す
・

砦
際

ぞ
ラ

モ

リ

ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

ム

」

の

職
蟻
は

、

是
に

入

り

來
る

雌
を
殺
さ

ざ

れ
ざ

も
、

是
を
捕

へ

て
、

其
棄
よ
り

若

干
遉
か

れ
る

處
に

是
等
唯
を

連
れ
出
し
て

、

爰
に

是
を

棄
つ

る

な
り
、

其
他
侵
入・
し

來
る

雄
も
亦

殺
さ

れ

す
、

然

れ
こ

も

是
等
雄
は

雌

よ

り

も

更
に

烈・
し

く

宿
主
に

逐
斥
せ

鉦
る

・

此
の

舉
動
は

頗
る

注
意
す
べ

き

現

象
な

り
、

何
ε

な
れ
ば

「

テ

ト

ラ

モ

リ

ウ
ム

」

の

職
蟻
を

、

是
ご

同
種
の

他
の

瓧
會
の

入
ロ

に

畳

け
ば

、

直
ち

に

攫
取
せ

ら

れ

て

以
て

殺
さ

る

ζ

が

故
な

b
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

以

上
擧
げ
た
る

三

種
の

方
式

、

即

ち
一

時
の

寄
生

、

永
久
の

寄
生

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
び

奴
隷
使
役
的
の

寄
生
は

是
、

肚
會
搆
成
を一
初
め

た

る

最
初
の

・
万

式
よ

も
、

各

獨
立
に

發
津
7
し

た
る

者

な
る

が

如
く

思
は

れ
ざ
る

に

あ
ら

す
、

然
れ

ざ

も

其
發
邃
す
る

に

至

れ

る

詳
細
に

至
つ

て

は

今
徇
明
白
な
る

に

あ

ら

す
、

奴
隷
使
役
の

風
習
は
一

時

寄
生
よ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
轟

O

直

接
に

發
逹
せ

る

者
に

あ

ら
ざ
る

事
は

是
を
信

す
べ

き

證
擦
を

余

巳
に

述
べ

た
る

事
あ

り
、

永

久
寄
生
の

種

類
を
見
る

に
、

其
分
化

極

度
に

逹
・

し
、

其・
甲
に

職
蟻
の

階

級
を
全

く

有
せ

す・
し

て
、

爲
め

に

是
の

如
き
寄
生
が
一

時
寄
生
よ
り

發
せ
る

や
、

將
た

奴
隷
使
役

的
寄
生
よ
り

發
逹
せ

る

や
、

是
を
決

す
る

容
易
の

業
に

あ
ら

す
、

何
こ

な
れ

ば

是
の

如
き

兩
種
の

寄
生
の

何
れ
よ
り

に

て

も

螢
逹
し

た

る

が

如
く

思

ふ

を
得
れ

ば
な
り
、

例
へ

ば

「

ス

ト
ロ

ン

ギ
ロ

グ

ナ
ス

ス

」

及
び
「

ト

モ

グ

ナ
ス

ス

」

は

此
の

如
き

兩

種
の

寄
生
を
共

に

奇
妙
に

結
台
し
た
る

生
活
法

を
行
ふ

な

ウ
、

「

ス

ト

ロ

ン

ギ
ロ

グ

ナ

ス

ス

」

の

種

類
は

古
世
界
に

固

有
の

蟻
に
・
し

て
、

「

ア

ネ

ル

ガ

プ

ス

」

の

如
く

、

「

テ

ト

ラ

モ

リ

ウ

ム

、

セ

ス

ピ

ツ

ム

」

へ

頗
る

其
個

數
夥
し

く

且
つ

世
界
偏
く

存
在
す
る

種
類
）

の

瓧

會
ご

共
に

生
活

す
、

「

ス

｝

ロ

ン

ギ
V

グ

ナ
ス

ス

」

の

職
蟻

及
び

唯
は

「

ボ

リ
エ

ル

グ
ス

」

の

如
き

鎌
状
の

大
顎
を

有

す
、

「

ス

ト

ロ

ン

ギ

ロ

グ

ナ

ス

ス

、

レ

ー

ビ

ン

デ
y
」

及
び
「

ス

ト

ロ

ン

ギ

ロ

グ

ナ
ス

ス

、

フ
ユ

ー

ベ

リ
」

の

二

種
は

、

フ

オ

レ

ル

氏
の

言
ふ

處
に

よ
れ

ば
、

奴
隷
を

作
る

の

本
能
を
省

僅
に

有
す

、

然
れ

ざ

も

歐
羅
巴
に

普
逋
に

存
在
す
る
「

ス

ト

ロ

γ

ギ

ロ

グ

ナ

ス

ス

、

ヲ
ス

タ

セ

ウ
ス

」

に

あ
り
て

は
、

其

職

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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蟻
は

其

數
頗
る

減
少
せ
り
、

是
の

事
は

曾
て

フ

オ

ー

レ

ル

氏
も

言

　

ひ
だ
る

如
く
、

此
の

種
の

職

蟻
は

全
く

滔
失
し
つ

星

あ
り

て
、

全

　

く

消
失
す
れ

ば

即

ち
「

ア

ネ

川

ガ

タ
ス

」

及
び

其
他

永

久
寄
生

を

　

爲

す
者
ε

同
樣
の

情

態
こ

な
る

な
り
、

ワ

ズ

マ

ン

氏
は

曾
て
一

度

　
「

ス

ト

ロ

ン

ギ

ロ

グ

ナ

ス

ス

、

テ
ス

タ

セ

グ

ス

」

ビ
「

ナ

ト

ラ

モ

リ

　

ゥ
ム

」

こ

の

作
れ
る

肚

會
に

於
て

、

其
兩
者
の

繁
殖
力
あ
る

雌
を

保

　

て

る

者
を
見
た

り
ε
、

而
し
て

本
年
の

六
月
に

は
フ

ォ

ー

レ

ル

氏

　

及
び

余
は
ぜ

ネ
バ

に

近
き
プ

チ

ー

ト
、

サ
レ

ー

ブ

に

於
て

、

前
ご

　

同
標
の
一

肚

會
を
見
た
り
、

此
の

瓧

會
に

は
「

プ

ト

ラ

毛

リ

ウ
ム

」

　

の

繁
殖

力
あ

る
一

女
王
を
有・
し

だ

り
、

是
よ
り

も

遙
に

小
形

な
る

　
「

ス

ト
ロ

ン

ギ
ロ

グ

ナ

ス

ス

」

の

女
王
は

發

見
す
る

を
得
ざ
b
き

、

　

然
れ

．

ε

も
、

其
巣
内
に

は

此
の

種
の

幼
き

蛹
の

若
干
存
在・
し

だ
る

　

が

故
に

、

此
の

女
王
は

存
在

し
だ

る
べ

き

筈
な

り
、

此
の

故
に

寄

　

生
者
及
び

宿
圭

兩
渚
の

女
王
は

共
に

同
一

の

集
に

生
活
す
る

を

得

一

　
べ

き

事
明

な

う
（

フ

オ

ー

副

廻，
氏
は

是
の

如
き

現
象
を
ア

ロ

メ

ト

　
ロ

ビ

オ

シ

ス

「

共
同
生
活
」

ε

云
へ

り
）

、

此
の

情
態
は
奴
隷
制
度
式

　

は
一

時
寄
生
の

情
態
よ
り

發
せ

る

者
の

如
く
、

即

ち
「

ス

ト

ロ

ン

ギ

　
ロ

グ

ナ

ス

ス

」

の

女
王
が

「

テ

ト

ラ

モ

リ

ウ
ム

の

女
王

を
殺
し

或

　
　
　
内

外

漿

報

　

は

放
逐
す
る

の

本
能
な
し
ご

せ

ば
、

上

記

の

如
く

考
ふ

る

を

得
る

　

な
る
べ
・
し
。

　
「

ト

モ

グ

ナ

ス

ス

」

屬
の

北
歐
に

産
す
る

者
は
「

ト

モ

グ

ナ

ス

ス

、

ス

…

プ

レ

ビ

ご

に

し

三
レ

プ

，

フ

ラ
。

ζ
、

ア

セ

ル

瓢
。

」

に

寄

一
　

生・
し

、

北
米
に

産
す
る

は
「

ト

モ

グ

ナ

ス

ス

、

ア

メ

リ

カ

ヌ

ス

」

に

へ 
　

む

て
、

「

レ

プ

ト

ソ

ラ
ッ

ク

ス

、

ク

ル

ビ

ス

ビ

ノ

ス

ス

」

に

寄
生
せ

 
　

b
、

前
者
（

即

ち
北
歐
に

産
す
る

着
）

は
フ

ド
レ

ル

ッ

氏
の

想
像

一一
　

す
る

處
に

よ
れ

ば

只
だ
「

工

川

ガ

テ
ス

」

の

有
す
る

如
き

雌
（

即

ち

一一
　

職

蟻
に

似
た

る

雌
）

を

有
す
る

者
な
る

が

如
し

、

然
れ

ざ

も
近

年

 
　

に
至
つ

て

ビ

ー

マ

イ
エ

ル

氏
は

其
他
に

有
翅
の

嘘
の

存
在
す
る

事

〜一
　

を
見
た

り
、

而
し
て

斯
の

如
き

者
の

亜

米
利
加
の

種

類
（

即

ち
「

ア

　〜
　

メ

リ

カ

ヌ

ス

」
）

に

も

存
在
す
る

事
は

余
已
に

逋
べ

置
き

だ

り
、

是

 〜
　

等
兩
種
の

職
蟻
（

即

ち
「

ス

ビ

レ

ゼ

ス

」

及
び
「

ア

メ

リ

カ

ヌ

ス

」
）

は

〜
　

僕
婢
使
役
の

本
能
を

朧
う

に

有
す
る

點
に

於
て
「

ポ

ヲ
エ

ル

グ
ス

」

〜〜〉

及
び

「

ス

ト

ロ

ン

ギ

ロ

グ

ナ

ス

ス

」

の

職
蟻
に

似
だ

り
、

ア

ド

レ

　

ル

ツ

氏
の

觀
察
に

よ
れ

ば
歐

羅
巴

産
の
「

ト

毛

グ

ナ
ス

ス

」

は

奴

隷

　

使
役
の

風

あ
る

が

如
く
、

又
永

久
寄
生
を
全

く

駕
す
を

得
ざ
る

に

　

も

あ

ら
ざ

る

が

如
し
、

授
胎
せ

ら

れ

耙
る

許
り
の

女
王
の

畢
動
に
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＝
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内

外

窮

報

就
て

は

毫
も
觀
察
無
き
を
以
て

、

是
等
の

蟻
の

現
は

す

共
棲
の

方

式
は

奴

隷
使
役
の

風
よ
り

發
せ
・
し

や
、

一

時

寄
生

よ
り

發
せ

む

や
、

將
陀

北
米
産
の
「

レ

プ

ト

ソ

ラ
ッ

ク

ス

、

エ

マ

ー

ソ

，
こ
或
は

歐

羅
巴

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　ヒ

産
の
「

フ

ォ

ル
、
ミ

コ

ク

セ

ヌ

ス

、

ニ

チ

ヅ

ル

ス

」

に

於
け
る

が

如
く

客

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　…

待
生
活
（

ク

セ

ノ

ビ

オ

シ

ス

）

よ

り

單
に

變
化
せ

る

者
な
る

や
、

今

俄
に

决・
し

雛
 
し
o

今
余
の

爰
に

塞
ぐ
る

模
式
圖
は

今
迄
余
の

述
べ

た
る
、

蟻
の

肚

會

内
の

種
々

の

方
式
を
説
明

す
る

の

用
に

供
す
る

を
得
る

な
る
べ
・
し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

鐔

醐
餅

鎗

　

齲
擬
餅
蕭く

　
　

瞳

靉
 

餅
灘

　
　

（

圃
鷲

琳

遍
）

　
　

　
　
ウ

　
飄

鬯

蓼
齢

隆
陪
球

　
　

　
（

愚

摯
 

蟻
贈
）

↓
　
鋸
薩
法

榔
卩も

圏

颪
π

べ

粟
営
酷

薗

 

群
ゆ
 

汁
団
餅

箔
曲
e

器
ド

属

幕

迚
¢
偽

が
か

瞬

黥

黨
 

囎

窮

　
　
　

　
　
÷

謂

驫
桟

脚
伍

画
圃

 

汁
田
嘩

蜃

畍

首
曽

電

對
伊

謡

嚊

偽

が

∴

り
舮

偽

が

園

窮

　
　
　

　
　
←

鋸
鱗
桟

凄
繍

 

沖
撫
呼

聴

呼

箔
識

　
略

蠡
伸

圃

碗

　
　
k

　
　
千

　

　
メ

ー
畢

鵡
餅

　

　

　

　
　
　

鴬

釁
望

泌

（

龜

讖
蓼

爾
鮮
）

　

　

（

尊
昧
罎

餅）

　
　
／

　
　

　
　
　

＼

　
　
　

　
弾
誉
珊

餅

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

三

二

上
記
の

論
究
を
見
れ

ば
、

蟻
の

中
に

て

奴
隷

使
役
の

風

習

は
一

種

01・

寄
生
現

象
ご

見
る

の

外
説

明

す
べ

か

ら
ざ
る

事
を

明
に

示
す

者

の

如・
し

、

余
の

此
の

結
論
に

逹
せ

る

は

共
棲
の

種
々

類
似
せ
る

現

象
の

比

較
研
究

、

蟻
瓧

會
の

發
逹
へ

即

ち

其
初
ま

れ
る

方
法
及
び

其

發
展
等
方
法

）

の

比
較
研
究

、

及
び

女
王
の

本
能
の

研

究
に

よ
つ

て
、

必

す
此
の

結
論
に

蓮
す
べ

き

者

な
る

べ

き
事
を
信

す
る

な
り
、

吾
々

蟻
學
者
は

蜜
蜂
の

女
王

に

關

す
る

智
識
を
有
す
る

爲
め

、

此

の

結
論
に

達
す
る

を

妨
げ

ら

れ

た

る

者
の

如・
し

、

蜜
蜂
の

女
王

は
、

他
の

者
に

養
は

れ
、

専
ら
附
膸
し

て

永

久
に

生

活
す
る

者
に

し
て

、

此
の

昆
蟲
に

特
有
の

點
な
り
、

即

ち

蜜
蜂
の

女
王

は

自
己
ご

同

種

の

職
蟻
よ
り

放
れ

て

他
の

肚
會
に

於
て

生

活
す
る

を
得
す

、

又
獨

立
に

生
活
す
る

を
得
ざ
る

な
り
、

而
し
て

蟻
の

女
王
は

其
肚

會
を

設
立

し
て

後
其

職

蟻
に

附
屬
し
て

、

其
一

生
涯
の

大
部
を

過
す

事
、

蜜
蜂
の

如・
し

ご

雖
こ

も
、

其
一

生

涯
中
更
に

初
期
に

現
は

す

本

能

の

特
異
な
る

事
其
女
王
が

事
業
を
着
手
す
る

の

不

思
議
な

る

事
及

び

變
化

性
に

富
む

事
は

、

殆
ざ

全
く

必

要
ご

認
め

ら
れ
ざ
り

し

な

り
、

從

來
人
々

の

注
意
の

集
注
し
だ

る

點
は

奴
隷
を
作
る

者
の

職

蟻
の

み

な
り
・
し

が
、

其
職
蟻
の

敏

捷
な
る

事
業
は

女
王

ご

職

蟻
ご

N 工工
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動（33 ）

の

本
能
を
結
合
せ
る

者
な

b
、

此
の

故
に

ダ

ー

ウ

ィ

ン

氏
は

奴
隸

使
役
の

風
を

以
て

、

他
を
侵
略
す
る

の

本
能
よ
り

來
る

者
ご

考
へ

、

ワ
ズ

マ

ン

氏
は

奴
隷
を

作
る

蟻
が

奴
隷
を
作
る

看
に

し
て
、

是
れ

斯
の

如
き

蟻
は

奴
隸
を
作
る

本
能
を
賦
與
せ

ら
れ

居
る

が

故
な
り

ざ

單
に

反
覆
し
て

逋
べ

た

る

の

み
、

「

フ

オ

川

ミ

カ
、

サ

ン

グ

イ

ネ

ア
」

は

全
く
他
種

な

る
「

フ

ス

カ
」

の

幼
者
を
頗
る

好
ん

で

養
ふ

の

性
を
有
す
ビ

フ

ズ

マ

ン

氏
は

想
像
せ
b
、

此
の

考
へ

は

了

解
す
べ

か

ら

ざ

る

者
こ

す
、

「

ナ
ン

グ

イ

子

ア
」

の

職…
蟻
は

退
化

せ
る

者
に

あ

ち
す

、

將
た

他
の

扶
掖
者
に

附
隨
す
る

に

も
あ

ら

ざ
る

故
、

殊

に
フ

氏
の

説
は

了
解
す
べ

か

ら
す

、

余
は

歐

羅
巴

産
の

「

サ

ン

グ

イ

ネ

ア
」

の

肚
會
を
數
多
吟
味
む
て

、

是
の

蟻
は

普
通
に

是
ご

同

種
に

し
て

亜

米

利
加

に

産
す
る

者

よ
b
も

遙
に

少
な

き

扶
掖
者

を

養
ふ

を
見

髭
る

が

故
に

、

ワ

ズ

マ

ン

氏
の

云
ふ

虜
は

全
く
不
合
理

な
う
ε

余
は
信
す
る

な
り
、

一

時
寄
生
の

蟻
の

習
性
を
見

、

殊
に

〔

サ
ン

グ

イ
・

矛

ア
」

の

幼
き
女
王
の

擧
動
を
研
究
す
れ

ば
、

奴

隷
を
　、

使
役
す
る

種
類
が

、

其
特
別
の

宿
主
に

對
す
る

關
係
は

容
易
に

理

解
す
る

を
得
べ

し
、

蓋
む
幼
き

女
王
は

特
別
の

宿
主
た
る

種
（

即

ち

「

7
ス

カ
」

或
は
「

シ
ャ

ウ

フ

ッ

シ

」

或
は

是

等
の

種
に

屬
す
る

變
種

　

　
内

外

彙

艱

に

屬
す
る

職

蟻
に

養
は

れ
、

或
は

其
女
王
の

生
れ
だ
る

集
に

於
て

斯
の

如
き

宿
主

種
の

者
ご

邂

逅
す

れ
ば

な

b
、

此
の

故
に

女
王
が

其
杜

會
を
建
設
せ

ん

ε

す
る

時
、

是
ε

同
種
類
に

屬
す
る

者
の…
巣

を
捜
索
す
る

者
な

り
ご

考
ふ

る

は

穩
當
な

る
ぺ

く
、

是
れ

よ
り

も

更
に

穩
當
な
る

説
明
あ

り
ゃ

、

「

サ
ン

グ

イ

ネ
ァ

」

の

職

蟻
も

亦
自

己
ε

同
種
の

他
の

扶
掖
瀁
に

養
は
る

3
者
に

し
て
、

此
の

故
に

其

奴
隷
を
捕
へ

ん

こ

す
る

の

遠
征
は

、

目
己
ざ

同
種
の

者
に

對
し
て

爲
さ

る

よ

事
あ

る

は

決
し
て

怪

む
に

足
ら
ざ
る

な
b
、

「

サ
ン

グ

イ

子

ア
」

が

宿
主
の

堆
雄
を
養
ふ

の

傾
向
無
き

は

單
に

奴
隷

使
用
者

ε

宿
主
の

唯
雄
ご

親
密
の

情
を
交
換
す
る

事
無
き
に

よ
る

者
な

る

べ

く
、

そ
は

是
等
堆

雄
は

是
ご

同
種
の

職
蟻
に

似

す
し
て
、

特
有

の

臭
氣
を

有
す
る

に

よ
る

事
殆
ざ

確

實
な
る

者
の

如
し

。

以

上

遞
べ

た
る

處
を
見
れ

ば

奴

隷
制
度
の

問
題
に

附
隨
す
る

難

問

の

多
く

は

理
解
す
る

を

得
て

、

此
の

現
象
を

見
る

に

全
く

奴
隷
な

る

者
は

眞
に

宿
主
ご

見
傚
す
べ

き

者
に

し
て

、

回

種
の

寄
生
ご

此

の

硯
象
を

見
れ

ば
、

此
の

問
題

は
了

解・
し

易
か

る

べ

む
、

奴
隷
を

使
用
す
る

蟻
が

、

一

時

寄
生
の

者
及
び

永
久
寄
生
の

者
ざ

異
な
る

點
を
畢
ぐ
れ

ば
、

其
職

蟻
の

本
能
の

特
有
な
る

事
の

み

な

ら

す
、

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

三

三
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内

外

禽

報

種
々

の

者
を

總
合
し

た
る
一

種
の

宿
主
に

寄
生
す
る

事
な
り
、

更

に

是
を
詳
細
に

述
ぶ

れ
ば

・

寄
生
者
泥
る

職
蟻
が
「

フ

オ

〃

ミ

カ
・

フ

ス

カ
」

或
は
「

フ

オ

ル

ミ

カ
、

シ

ャ

ゥ

フ

ッ

シ

」

の
】

種
或
は
一

個

以
上
の

等
種
に

屬
す
る

種
々

の

巣
よ
り
、

其
幼
蟲
及
び

蛹
を
捕
ふ

る

の

時
、

其

寄
生

者
た
る

職
蟻
は

宿
圭
た
る

種

に

屬
す
る

種
々

の

集
よ

b
、

其
一

部
分

を
集
め

來
つ

て

一

個
の

就

會
を

作
り

つ

≧

あ

る

な
り
、

此
の

特
有
な
る

性

質
は

余
の

前
に

述
べ

た
る

如
く

職

蟻

が

其
唯
の

本
能
を
遺
傳
す
る

に

よ
つ

て

生
じ

、

又
奴
隷
を
作
る

種

の

職
蟻
が

、

其
他
の

多
く
の

蟻
科
の

職

蟻
巴

共
に

協
力
し
て

奪
掠

の

本
能
を

有
す
る

に

よ
つ

て

生
す

、

サ

ン

チ

民
亦
是
ご

同

樣
の

意

見
を
抱
き
、

其
言
に

曰
く
「

終
に

奴
隷
制
度
は

、

自
己
の

巣
の

範

園
以
外
に

鑛
張
し

て
、

是
を
永
續
す
る
一

種
の

幼
者
害
生
ご

云

ふ

を
得
べ

し
」

ご
、

氏
が

保
護
的
寄
生
ぜ

幼
者
寄
生
ε

を

斑
別

せ

る

事
は

頗
る

必

要
な

り
、

是
れ

此
の

現
象
の

更
に

烈・
し

き
者
及
び

受

動
的
の

者
に

讀
者
の

注
意
を

惹
け

ば

な
b
、

然
れ

こ

も
、

是
等
兩

寄
生
の

匪
別

を
以
て

餘
h・

應
用
む

遏

す
べ

か

ら

す
、

保
護
的
寄
生

は

退
化
の

特
質
を
拌
へ

る

永
久
寄
生
に

容
易
に

進
む

を

得
る

が

如

む
ε

雖

も
、

「

ボ

リ
エ

ル

グ

ス

」
（

此
の

者
は

其

奴
隷
だ
る

種
に

對

し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
三

四

　

て

は

頗
る

受
動

的
な

れ

こ

も
）

、

宿
主
た
る

種
の

巣
を
攻
撃

す
る

の

　

際
は

頗
る

攻
勢

を

取
る

な
り
、

是
に

反・
し

て
「

フ

オ

ル

ミ

カ
、

コ

ン

　

ソ

シ

ア
ン

ス

」

及
び
「

フ

オ

ル

ミ

カ
、

ト

ル

ン

シ

コ

ラ
」

の

如
き
種

从κ

は

肚
會
構
成
の

頗
る

勅
期
に

あ
b
て

は

頗
る

受

動
的
な
れ

ざ

も
、

　

其
瓧
會
が

宿
主
た

る

種
よ
b
放
る

3
や

、

頗
る

攻
勢
を
取
る

な
り
、

　

且
つ

多

數
の

蟻
の

女

王
の

擧
動
の

發
逹
經
路
中
に

は

幼
者
寄
生
及

　

び

保
護
寄
生
の

前
兆
を
示
す

者
ご

云
ふ

を
得
べ

し
、

盖
し

瓧

會
構

　

成
中
其
獨
立
時

代
は

幼
者
寄
生
的
に

し
て

、

女
王

の

生
涯
の

晩
年

　

に

入
れ

ば
、

其
自
己

の

子
孫
及
ぴ

自
己
ε

同
種
の

者
に

保
護
寄
生

　

を
爲
せ

ば

な
り
。

（

完
結
）

　

　

　
　
　

　

（

田

中
茂

穂
譯
）

♂
　

　
　

實

驗

動

物

學

　

O
難
の

發
生
に

於
け
る

體
篩
生

成
の

順
序

　
に

就

…

て
ヱ

ム

、

イ

ー

冀
−

。

は

實
驗
的

鏨
を
な
せ

灸
は

角
つ

　

最
初
に

生
す
る

體
節
の

傍
ら
に

電
氣
を
以

て

記
標
を
印
し

置
き
、

　

省
此
幼
體

を
育
て

把
る

に
、

此
體
節
の

前
に

は

何
等
髓

節
の

生

す

　

る

こ

ε

な
か

り

き
。

之
れ
に

よ
b
て

、

最
初
に

生

じ
把

る

體
節
の

　

前
に

三

四

個
の

醴
節
を
生
す
る

こ

い

ふ

ク
ッ

フ

ァ

ー
、

ベ

ネ

ケ

の

説
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